
山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第41号（2016.3）

−21−

「教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」の現状と課題

長友　義彦・霜川　正幸・髙橋　雅子・南浦　涼介

藤上　真弓・静屋　智・前原　隆志

The Current State and Issues of the Courses of “SchoolTeacher's Carrier Formation I&II ”

NAGATOMO Yoshihiko, SHIMOKAWA Masayuki, TAKAHASHI Masako, MINAMIURA Ryosuke, 
FUJIKAMI Mayumi, SHIZUYA Satoru, MAEHARA Takashi

（Received January 6, 2016）

キーワード：学校体験、教職スタンダード、教員養成

はじめに

近年、社会環境の急激な変化、価値観の多様化を反映して学校教育を巡る様々な課題が明らかになってき

た。こうした課題への対応のために、優れた資質能力を備えた魅力ある教員が必要とされている。まさに

「教育は人なり」といわれるように、学校教育の成否は、教員の資質能力に負うところが極めて大きい。し

かしながら、団塊の世代の大量退職により学校現場におけるベテラン教員が激減し、若年教員が急増するこ

とによる教育の質の低下への懸念がある。教員は学校現場における実践の中で、経験豊富な先輩教員から経

験の少ない若手教員へと知識・技能が伝承されて資質能力の向上が図られてきたという側面がある。した

がって、若年教員を指導するベテラン教員の減少は、教育の質の低下と結びつくと考えられている。

こうした背景から、教員の資質能力の育成を現職研修にのみ依存するのではなく、大学における教員養成、

採用、現職での研修を体系的に整えることによって、教員の資質能力の育成を図る方向が打ち出された。

本稿では、教員に求められる資質能力を概観し、本学で実施された教職スタートカリキュラムである「教

職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」ではどのような資質能力と関係したかを分析していく。

１．教員に求められる資質能力

１－１　答申にみる教員の資質能力

教員の資質能力について教育行政ではどのように捉えているのか、答申を中心に整理していきたい。

教育職員養成審議会「教員の資質能力の向上方策等について（答申）」（1987年12月18日）において、

「教員については、教育者としての使命感、人間の成長・発達についての深い理解、幼児・児童・生徒に対

する教育的愛情、教科等に関する専門的知識、広く豊かな教養、そしてこれらを基盤とした実践的指導力が

必要である。」としている。同審議会による第一次答申「新たな時代に向けた教員養成の改善方策について」

（1997年７月28日）では、養成段階において教員が習得すべき資質能力の水準として、「教科指導・生徒指

導に関する『最小限必要な資質能力』」を示した。続く、第三次答申「養成と採用・研修の連携の円滑化に

ついて」（1999年12月10日）では、各大学が養成しようとする教師像を明確化すること、それを達成するた

めの組織及びカリキュラムの編成、大学教員が自分の専門の授業単位と教員養成の関わりを考えた授業を実

施することを求めた。

また、中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方」（2006年７月11日）においては、大学

に養成段階で身に付けるべき最小限必要な資質能力を明確にするとともに、必修科目「教職実践演習」（仮

称）の新設を提言している。（2010年度入学生から実施）。

さらに、中央教育審議会答申「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」
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（2012年８月28日）では、教員に求められる資質能力として次のように示された。

（ⅰ）教職に対する責任感、探求力、教職生活全体を通じて自主的に学び続ける力（使命感や責任感、教育

的愛情）

（ⅱ）専門職としての高度な知識・技能

・　教科や教職に関する高度な専門的知識（グローバル化、情報化、特別支援教育その他の新たな課題に

対応できる知識・技能を含む）

・　新たな学びを展開できる実践的指導力（基礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて思考力・判断

力・表現力等を育成するため、知識・技能を活用する学習活動や課題探求型の学習、協働的学びなどを

デザインできる指導力）

・　教科指導、生徒指導、学級経営等を的確に実践できる力

（ⅲ）総合的な人間力（豊かな人間性や社会性、コミュニケーション力、同僚とチームで対応する力、地域

や社会の多様な組織等と連携・協働できる力）

このような行政の動きと連動して、各大学・学部では、養成課程で身につけるべき資質能力を具体的に示

す「教員養成スタンダード」を策定する動きとなった。

おって、中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、高

め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」（2015年12月21日）では、これまで提言されてきた教員が

備える資質能力を「教員として不易の資質能力」としたうえで、これからの時代の教員に求められる資質能

力として次の三点を示した。

・　自律的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯

にわたって高めていくことのできる力や、情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や知識を有機的

に結びつけ構造化する力などが必要である。

・　アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、道徳教育の充実、小学校における外国語教育の早期

化・教科化、ＩＣＴの活用、発達障害を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応などの新たな

課題に対応できる力量を高めることが必要である。

・　「チーム学校」の考えの下、多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、組織的・協働的に諸

課題の解決に取り組む力の醸成が必要である。

このように教員に求められる資質能力を示し、教員を高度専門職として改めて位置づけるとともに、教職

生活全体を通じた職能成長の観点を重視している。

これらを踏まえ、学部・学科段階における養成を「教員となる際に必要な基礎的・基盤的な学修」と位置

付けている。

１－２　「教職スタンダード」の策定

学部・学科で身につける「教員となる際に必要な基礎的・基盤的な学修」とは何か。この点について、別

惣は、戦後の教員養成教育が抱えてきた問題が今もなお克服できずに残っている現状があるとして、次の三

つの課題を指摘している）。

第一の課題は、大学・学部で最終的に学生に身につけさせたい「最小限必要な資質能力」を明示していな

かったこと、第二の課題は、大学の養成カリキュラムが教員としての資質能力形成にどの程度有効に寄与し

ているのかという実態が明らかにされてこなかったこと、第三の課題は、養成するためのカリキュラム全体

をどのように捉え、カリキュラムをどのように構成すればよいのかについて全体的な目標を欠いていたこと

である。

こうした中、各大学では養成段階で身に付けるべき最小限必要な資質能力を策定しているが、その到達目

標の内容・領域区分については三つのグループに類別できるとしている ）。

①　教員養成段階において教員として必要な資質能力の内容をリスト化しいくつかの領域で構成（福島大

学人間発達文化学類、横浜国立大学人間科学部など）

②　中教審答申（2006年７月11日「今後の教員養成・免許制度の在り方」）に示された「教職実践演習」

の「到達目標及び目標到達の確認指標例」に準拠した到達目標を設定し、それに基づいたルーブリック

を策定（上越教育大学、琉球大学教育学部など）

③　教員として必要な資質能力という大学４年間のトータルな到達目標の内容・領域区分等だけでなく、
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授業実践力に特化した評価スタンダードの作成（鳴門教育大学）

また、兵庫教育大学ではこれらを踏まえ、小学校教員に特定した「小学校教員養成スタンダード」を開発

している）（表１）。

表１　教員養成スタンダード（小学校版）

本学においては、中教審答申（2006年７月11日「今後の教員養成・免許制度の在り方」）に示された「教

職実践演習」の「到達目標及び目標到達の確認指標例」に準拠した到達目標を設定し、それと教育学部が養

成する教師像を関連付け、教員として必要な資質能力という大学４年間のトータルな到達目標の項目、要素
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等を定めている（表２）。これに基づいてチェック項目を策定し、４年生の前期・後期に自己評価をさせる

とともに、学生と指導教員との個人面談等において活用している。

表２　山口大学における履修カルテ
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２．教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ

２－１　教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱの授業設計

「教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」は、本年度から１年生前期の「教職概論」での学びを元に、今後の学校教員

に求められる資質能力について実践的に理解するとともに、「学び続ける教員」として歩む、「学び続ける

教員」になるための知識技能や実践的態度を身につけることを目的として実施された。この授業の位置づけ

と概要（図１）と授業内容（表３）は次のとおりである。

図１　教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱの位置づけと概要

表３　教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱの授業内容
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２－２　「教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」で学生は何を学んだか

２－２－１　学生の学びの集計の方法

１年生を対象に実施した「教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」は、教職について実際に体験し、省察することで、

必要とされる資質能力について自覚させていくことを目的としている。本授業の最後に実施したテストでは、

「教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」を通して感じた教員に必要な資質能力を６つ取り上げさせ、その内容を記述さ

せた（181名がテストを提出）。

そこで、このテストの記述内容が本学の履修カルテの要素の何に該当するかを分析した。記述内容を履修

カルテの項目と照合するにあたって、要素の内容例を参照した。この要素の内容は、履修カルテのチェック

項目と兵庫教育大学が作成した教員養成スタンダードを基本にし、さらに筆者が必要と思う事柄を加え作成

したものである（表４）。

なお、学生が記述した一つの「資質能力」の中に、二つ以上の要素が含まれる場合は、それぞれの要素と

して数えた。

表４　履修カルテ要素の内容例
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２－２－２　要素別にみた学生の学び

履修カルテの要素ごとに、関連する記述をした学生の割合を求めた（図２）。

図２　履修カルテ要素別にみた学生の回答状況

このうち「２　教育理念・教育史・思想」「14　フォローシップ」「23　学習者理解」「25　活動理解」

「29　教科書・学習指導要領」「34　授業評価力」は、学生の記述がなく、「3　学校教育の社会的・制度

的理解」「24　基礎理解」について記述した学生は、それぞれ１名（学生数の1％以下）である。これら記

述の少ない要素は、「14　フォローシップ」を除いては、主に座学で学ぶことであり、まだ、これらについ
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て学んでいないか、または学んだことと結びついていないかのどちらかであると予想される。しかし、「３

　学校教育の社会的・制度的理解」が重要だとした学生は、「教職に就く以上、絶対に教職に対する知識が

なければやっていけない。しっかりと今、学校制度はどうなっているかを知ることが必要であり、これを

知っていることが教員としての大前提である。」と記述している。今後の授業において教育に関する知識・

理論と学校での実習体験が結びつけていくことが求められる。

次に、学生の半数以上が記述した教員の資質能力として求められる要素について考察していきたい。

１番目は、「１　教職の意義、責務（使命感・責任感）」であり、学生の67.4％が重要として記述した。

この要素の内容例としては「教師としての使命感、教師の役割と職務内容の理解、子どもに対する責務、状

況に応じた判断力」である。学生の記述では、「自分がなぜ教師になりたいのか、子どもたちをどのように

育て教育したいのか、将来の日本の教育にどのように関わっていきたいのかを考えるべきだと思いました。」

「教師としてどうしたいかという”doing”より、教師としてどうあるべきかという”being”をしっかり考

えることが大切だ。「どうあるべきか」を大切にして子どもと向き合い、それによって初めて「どうしたい

か」ということが意味をもつ。」など教師としての責任の重要性について書かれている。また、いろいろな

状況下における判断力や職責を果たすための自己管理の重要性について触れる記述も多く見られた。

２番目は、「10　子どもに対する見取り・支援（教育的愛情）」であり、学生の63.4％にのぼる。この要

素の内容例は「子どもの問題行動の背景への多面的なとらえ、諸問題に対する多様な対応方法を考えること、

教育相談の意義、理論や技法に関する基礎的知識、子どもの心に寄り添う支援」である。これらは、子ども

の言動や様子から子どもの状況を読み取り、支援する教育相談の中心的な機能である。学生の記述としては、

「子どもと向き合うことで、その子どもが今何を頑張っているのか、何につまずいていたり、不安をいだい

ているのかを知る必要がある」「子どもの体調、様子、学習理解度、得意なこと、友達関係など、子どもを

いろいろな場面で観察をし、その子にあった対応の仕方を工夫する。ちょっとした変化に気づく」「教員と

はとにかく子どもと向き合う仕事、その子が今何を考え、どのようなことを感じているのか、何を抱えてい

るのかということをしっかりと理解し、柔軟に対応することが必要。教員が児童を分かろうとせず、上から

支持を出すなど押さえつけはあってはならない」などがみられた。こうした記述が多かったのは、学校体験

等により子どもと直接触れ合う機会に恵まれ、子どもたちと意思疎通をするためには、とにかく寄り添って

理解していくことが必要であることを感じたからではないかと考えられる。

３番目は、「18　他者意見の受容・協調力（対人間関係力）」であり、学生の54.7％である。内容例は、

「他の教員や保護者と協力・協働すること、子どもに関わる情報を他の教員と共有する姿勢、学校と保護

者・地域・他の専門家・他校種との連携の重要性と役割分担の理解、保護者や地域の声に耳を傾け、誠実に

対応する姿勢」とし、教員同士をはじめ、保護者、地域住民、関係者と連携するために、コミュニケーショ

ンをとることの重要性に関する記述は、この要素に該当する。学生の記述では、「子どもはもちろん、親や

地域、同僚、学年団、学校といろいろな関わりがあり、それらと密接につながって、お互いに協力しなけれ

ば、よい教育ができない。」「先生は、生徒や保護者など多くの人と直接かかわる。そのとき、円滑にコ

ミュニケーションをとることが求められるだろう。話す力だけでなく傾聴力も必要になる。」「教員同士の

コミュニケーションをしておかなければ、他のクラスの子とかのことが分からないし、支え合うということ

ができない。」といった記述がみられた。多くは、教員間、保護者・地域との連携・協力の必要性が記述さ

れており、そのためには、意見を言うことばかりでなく、他の意見を聞くことの大切さに触れていた。学校

現場で様々な課題に対して取り組む教員の姿をみたことや「教職キャリア形成Ⅰ」での学校体験がちょうど

運動会の時期にあたり、教員が一致団結して行事を作り上げていく姿や保護者・地域と連携して取り組んで

いる姿を教員の目線で見ることができたことが影響していると考えられる。

２－２－３　項目別にみた学生の学び

履修カルテの項目別にみた学びはどうだったのであろうか。

どの項目が多く学ばれていたかを見るために、項目ごとに要素数が違うため、要素における回答する項目

ごとに合計し、学生数と項目数で除して１項目あたりの記述率を求めた。その結果を図３に示す。

これを見ると、相対的に学生が多く学んだと思われる項目は、「③教育的愛情」が一番多く、35.9％であ

る。構成する要素別では、「７　教員としての立場」32.0％、「８　思いやり・安全・健康への配慮」

4.4％、「９　子どもに対する態度」44.2％、「10　子どもに対する見取り・支援」63.0％である。
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次に「①使命感責任感」で、22.7％

である。構成する要素別では、「１

　教職の意義・責務」67.4％、「２　

教育理念・教育史・思想」０％、「３

　学校教育の社会的・制度的理解」

0.6％である。

最後は、「②自己研鑽力」で、

22.3％である。構成する要素別では、

「４　教職への探究」37.0％、「５　

問題解決力」25.4％、「６　体験活動

等」4.4％であった。

「教職キャリア形成Ⅰ」の学校体験

では、教育実習のように実際に学級に

入り、学級経営にふれたり、授業を実

施したりする機会がほとんどないため、

これらの項目について意識が向けられ

ることが少なかったのであろう。また、体験期間も５日間程度と少ないことも影響していると考えられる。

本講座は、今後の学校教員に求められる資質能力について実践的に理解するとともに、「学び続ける教員」

として歩む、「学び続ける教員」になるための知識技能や実践的態度を身につけることを目的として実施さ

れた。学生の記述から見える学びにおいても目的を達成していると言えるだろう。

３．今後の課題について

本講座「教職キャリア形成Ⅰ」では、本学学生180人が、山口県教育委員会が主催する「学生の学校体験

制度」や本学が実施している「ちゃぶ台プログラム」における学校チューター活動等を活用して、県内では

37の学校で体験実習を行うことができた。

受け入れた学校においても、「このような実習は大学生にとっても教職員にとってもよい機会になります。

特に児童にとってはよい刺激となりました。今後ともぜひ続けていただきたいと思います。学校でも受け入

れ体制を整えて努力したいと思います（小学校）」「教育実習の前段階として授業指導以外の教育活動を体

験することは有効であると思う。多くの教員が気軽にかかわり助言する姿がよく見られ、教職員全体に元気

をもらえる機会であった（中学校）」「教育実習と異なり、学生の資質や意欲を自然に見ることができるこ

と、また、教員の意識を高める面でもよい刺激になったと思う（高等学校）」等、肯定的な意見が多い。

しかしながら、実施校との打ち合わせ会においては、教育実習や学校ボランティアとの違いが分かりにく

いなどの意見もあった。この点は、学生自身においてもいえるかもしれない。まだ大学生になって数か月で

高校生気分のまま学校に行き、服装等を注意されることもあったため、事前指導を念入りに行う必要がある。

そして、本講座の目的を学生に十分周知する必要がある。また、受け入れ校についても、この授業により学

生につけたい力をしっかり納得してもらうことが必要である。

また、学生の記述の中には、「多忙な学校現場、疲弊する教員」「モンスターペアレントの対応」などが

目に付いた。学校現場は多忙なので自己管理をしなくてはならない、強い精神がないと務まらない等、ネガ

ティブなイメージのみを学校体験によって学生が得たのであれば残念である。学校体験直後では、子どもが

かわいい、大変だけどとても楽しかった等の声も学生からは上がっていることから、体験校の教員から、教

員のやりがいなどを少しの時間で、懇談する時間が設けられるとよい。学生さらには現場の教員の省察の機

会にもなると考えられる。

最後に、２年生以降の授業や教育実習によって、履修カルテの項目の現在低くなっている部分が補完され

ていくものと思われる。学生には常に履修カルテの項目を意識させ、省察をする思考方法を日常化させ、理

論と実践の往還を繰り返すことで、彼らの反省的な学びを深めていきたい。

て学んでいないか、または学んだことと結びついていないかのどちらかであると予想される。しかし、「３

　学校教育の社会的・制度的理解」が重要だとした学生は、「教職に就く以上、絶対に教職に対する知識が

なければやっていけない。しっかりと今、学校制度はどうなっているかを知ることが必要であり、これを

知っていることが教員としての大前提である。」と記述している。今後の授業において教育に関する知識・

理論と学校での実習体験が結びつけていくことが求められる。

次に、学生の半数以上が記述した教員の資質能力として求められる要素について考察していきたい。

１番目は、「１　教職の意義、責務（使命感・責任感）」であり、学生の67.4％が重要として記述した。

この要素の内容例としては「教師としての使命感、教師の役割と職務内容の理解、子どもに対する責務、状

況に応じた判断力」である。学生の記述では、「自分がなぜ教師になりたいのか、子どもたちをどのように

育て教育したいのか、将来の日本の教育にどのように関わっていきたいのかを考えるべきだと思いました。」

「教師としてどうしたいかという”doing”より、教師としてどうあるべきかという”being”をしっかり考

えることが大切だ。「どうあるべきか」を大切にして子どもと向き合い、それによって初めて「どうしたい

か」ということが意味をもつ。」など教師としての責任の重要性について書かれている。また、いろいろな

状況下における判断力や職責を果たすための自己管理の重要性について触れる記述も多く見られた。

２番目は、「10　子どもに対する見取り・支援（教育的愛情）」であり、学生の63.4％にのぼる。この要

素の内容例は「子どもの問題行動の背景への多面的なとらえ、諸問題に対する多様な対応方法を考えること、

教育相談の意義、理論や技法に関する基礎的知識、子どもの心に寄り添う支援」である。これらは、子ども

の言動や様子から子どもの状況を読み取り、支援する教育相談の中心的な機能である。学生の記述としては、

「子どもと向き合うことで、その子どもが今何を頑張っているのか、何につまずいていたり、不安をいだい

ているのかを知る必要がある」「子どもの体調、様子、学習理解度、得意なこと、友達関係など、子どもを

いろいろな場面で観察をし、その子にあった対応の仕方を工夫する。ちょっとした変化に気づく」「教員と

はとにかく子どもと向き合う仕事、その子が今何を考え、どのようなことを感じているのか、何を抱えてい

るのかということをしっかりと理解し、柔軟に対応することが必要。教員が児童を分かろうとせず、上から

支持を出すなど押さえつけはあってはならない」などがみられた。こうした記述が多かったのは、学校体験

等により子どもと直接触れ合う機会に恵まれ、子どもたちと意思疎通をするためには、とにかく寄り添って

理解していくことが必要であることを感じたからではないかと考えられる。

３番目は、「18　他者意見の受容・協調力（対人間関係力）」であり、学生の54.7％である。内容例は、

「他の教員や保護者と協力・協働すること、子どもに関わる情報を他の教員と共有する姿勢、学校と保護

者・地域・他の専門家・他校種との連携の重要性と役割分担の理解、保護者や地域の声に耳を傾け、誠実に

対応する姿勢」とし、教員同士をはじめ、保護者、地域住民、関係者と連携するために、コミュニケーショ

ンをとることの重要性に関する記述は、この要素に該当する。学生の記述では、「子どもはもちろん、親や

地域、同僚、学年団、学校といろいろな関わりがあり、それらと密接につながって、お互いに協力しなけれ

ば、よい教育ができない。」「先生は、生徒や保護者など多くの人と直接かかわる。そのとき、円滑にコ

ミュニケーションをとることが求められるだろう。話す力だけでなく傾聴力も必要になる。」「教員同士の

コミュニケーションをしておかなければ、他のクラスの子とかのことが分からないし、支え合うということ

ができない。」といった記述がみられた。多くは、教員間、保護者・地域との連携・協力の必要性が記述さ

れており、そのためには、意見を言うことばかりでなく、他の意見を聞くことの大切さに触れていた。学校

現場で様々な課題に対して取り組む教員の姿をみたことや「教職キャリア形成Ⅰ」での学校体験がちょうど

運動会の時期にあたり、教員が一致団結して行事を作り上げていく姿や保護者・地域と連携して取り組んで

いる姿を教員の目線で見ることができたことが影響していると考えられる。

２－２－３　項目別にみた学生の学び

履修カルテの項目別にみた学びはどうだったのであろうか。

どの項目が多く学ばれていたかを見るために、項目ごとに要素数が違うため、要素における回答する項目

ごとに合計し、学生数と項目数で除して１項目あたりの記述率を求めた。その結果を図３に示す。

これを見ると、相対的に学生が多く学んだと思われる項目は、「③教育的愛情」が一番多く、35.9％であ

る。構成する要素別では、「７　教員としての立場」32.0％、「８　思いやり・安全・健康への配慮」

4.4％、「９　子どもに対する態度」44.2％、「10　子どもに対する見取り・支援」63.0％である。

図３　履修カルテ項目別にみた学生の回答状況
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